




Author(s)牧野, 淳一郎; 船渡, 陽子































































0 .5 1.5 2 1 2 5 10
β
図2:明るさの変化Rの累積分布｡ 図3:βとRの中央値の関係｡
図3に示すように､明るさの変化Rは､中央値を.とるとZ>1では(1+I)-1･4vGiTに比例する｡
例えIfn.=1であれば､Z=2でR=0.5､すなわち典型的な銀河の明るさは半分にな?ていることにな
る｡この効果の大きさは､ハッブル図や銀河のナンバーカウントでOなどの宇宙論的パラメー タをかなり大き
く変えた時の効果と同等であり､これらの手法でftを推定するためには重カレンズによる光度変化を正しく補
正する必要がある｡さらに､多重レンズの効果の大きさは､重カレンズとして働く質量の割合0.に強く依存
する｡また､今回は検討していないが､もちろんQの億自体にも依存するであろう｡
参考文献
Funato,Y.,Makino,I.,andEbisu2iaki,T.,1993,submittedtoAp.J.Left..
Goodman,I.,Heggie,D.&Hut,P.1993,Ap.J.,inpress.
Miler,a.H.,1964,Ap.J.,140,2.50.
- 152-
